
職場での人間関係が原因で体調を崩し、休職しました。休職中は家
庭で療養しながら日々を過ごしていました。徐々に体調や精神面が
安定してきたところで、復職を考えるようになりました。
職場の規定でリワーク施設の利用は可能とされてはいたものの、職
場で復職プログラムを受けることが推奨されており、ほとんどの復
職予定者が職場でのリワーク訓練を受けているとのことでした。
職場の復職プログラムは、軽作業から始まると聞いていました。本
人の負担にならないようにという職場の配慮ではありますが、仕事
内容が嫌になって休職したわけではなかったので、軽作業からの復
職に向かうのは、同じことを繰り返すようにも思いました。

復職したい。でも・・
職場の復職プログラムは何か違う

復職を目指す背景も状況も、人それぞれ。
だから、復職を希望される方に対しても個別に支援し、「最適・最善・最短」での復職を目指しています。

職場の復職プログラムより、ティオのリワーク訓練！
２ヶ月で復職。もっと早くから利用すればよかった

ティオは単に復職を目指す場でない
一緒に人生を考えてくれる場所
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職場の復職プログラムよりは、ティオが自分に合っていると考えた
のは事実ですが、本音は「リワーク訓練など面倒くさい」でした。
だから、通所期間は短くしたいという正直な気持ちがあり、職場で
推奨の復職プログラムの場合は通常２カ月〜３カ月（最低１ヵ月）
かかると聞いていたこととを重ね合わせ、ティオでは「２カ月でリ
ワーク訓練を終えたい」と考えました。
ただ、職場の復職プログラムを断って、ティオを利用することにし
たので、中途半端な結果では復帰が認められないと、気負うような
気持ちもありました。

本音は「リワーク訓練など面倒くさい」

職場から「やはり、復職訓練は職場で実施するべきだった」と言わ
れないためにも、初めは週３日から、３週間目からは週５〜６日訓
練していました。
実は、この通所ペースを医師に心配されていました。でも、ティオ
は職場よりも家庭よりも居心地が良いと感じ、通所前の気負う気持
ちはすぐに消え、今はもっと早くから通所すればよかったと思って
います。また、週５日、一日５時間の訓練を基本としたことでスム
ーズに復職後の勤務スケジュールに対応できました。

焦る気持ちが入り混じるティオの利用

私は悩みをため込みやすく、主治医から「あなたには、職場と家庭
の両面におけるサポートが必要」と日頃から言われています。そん
な私は復職する環境が想像できず心配でした。休職期間が長く、職
場の同僚の大半が入れ替わっていたためです。しかし、杞憂でし
た。ティオ利用開始当初、スタッフさんのフォローがありました
が、利用者さんとは面識がなかった状況は、復職前から連携してい
た上司のフォローの下で面識のない同僚に囲まれる環境にとても似
ていました。復職直後の私の不安を払拭するために掛けてくださる
上司の言葉は、訓練中、必要に応じて手を差し伸べてくださるスタ
ッフさんのご対応を彷彿させるものでした。
また、職場より電車通勤の負担の心配されましたが、難なく対応で
きたのは、電車を利用してティオに通所していたためであり、結果
的に、通所が通勤訓練になっていたと思います。

ティオでの時間は
復職のリハーサルだったのかもしれない

リワーク訓練は２カ月という短い期間でしたが、私にとっては密度
の濃い時間でした。スタッフさんは、私との面談のみに留まらず、
クリニックや職場まで足を運び、私の緊張と不安をフォローしつ
つ、私の言いたくても言えないことを代弁してくださいました。
また、ただ復職することを目的とするのではなく、私の人生を総合
的に一緒に考えてくれる事業所だったと思います。

願った通り、最短期間での復職
共に考え、共に歩む事業所だった

主治医とも相談し、自分主体で復職プログラムを組み、自分自身の
課題と向き合えるリワーク施設を探すことにしました。
休職することになった原因から、人と関わる訓練ができるグループ
ワークの時間がある事業所で復職を目指そうと考えました。当然で
すが、職場の復職プログラムには「グループワーク」は存在しない
ため、その点もリワーク施設を選んだ大きな理由です。この条件に
当てはまるのがティオだったので、私はティオでリワーク訓練をし
て復職を目指すことにしました。

自分主体で、自分の課題と向き合う
そんなリワーク訓練を受けたい！
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